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にメタノーlレの他二， 三のアノレコールを添加した溶液でフェニ jレーαーマルトシド， p-ニトロフェニルーαー
マノレトシド及び pークレジ/レ αーマルトシドの 3 種の基質にタカアミラーゼAを作用せしめ反応液中にアル
キノレマ lレトシドの生成している乙とを確認した。これらの実験によってタカアミラーゼAには， αーマノレト
シダ{ゼ、作用と同時に明らかにトランスαーマノレトシダーゼ作用の存在することが示された。
猶参考論文の一つに於て合成基質によるタカアミラーゼAの微量定量法を確立したことも注目すべき業
績である口
以上松原君の研究はタカアミラーゼAの基質特異性を明らかにすると共にその作用機作の解明に一つの
手掛りを与えたもので酵素化学の進歩に貢献する所大である。よってとの論文は理学博士の学位論文とし
て充分の価値あるものと認める。
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